
 

 

【日時】9月 8日 19:00～  【会場】中部学院大学 5号館 第 2治療室 

【テーマ】肘関節の機能解剖と触診 

【担当者】藤尾 隆司先生  （所属：柳田整形外科 理学療法士） 

 

今回は、柳田整形外科の藤尾先生に肘関節の滑走障害に関して、肘関節の機能解剖について実技等交え

ながら講義をして頂いた。 

肘関節とは、上腕骨滑車と尺骨滑車切痕で構成される腕尺関節、上腕骨小頭と橈骨頭で構成される腕頭

関節、橈骨頭と橈骨切痕で構成される近位橈尺関節で構成される。これら 3つの関節は運動学的に異なり、

腕尺関節は蝶番関節であり肘関節の屈曲・伸展、腕橈関節は球関節であり肘関節屈曲・伸展に加え前腕回

内・回外、近位橈尺関節は車軸関節で前腕回内・回外にそれぞれ作用する。肘関節屈曲・伸展運動では、

上腕骨遠位関節面が前方へ約 45°弯曲しており、尺骨の鈎状突起が鈎突窩にはまり込むことで 135－145°

の屈曲運動が生じ、上腕骨の遠位背側にある肘頭窩に尺骨の肘頭がはまり込むことで 0－5°伸展運動が生

じる。屈伸時の回転軸は一直線であり、内外側上顆を結んだ線に対して、前方遠位部に位置する。また、

外側から内側にかけて遠位方向に 2.5°の傾斜をしている。 

肘関節の関節包は前方、後方にわかれており、前方関節包は近位では内側で鈎突窩、外側で橈骨窩、遠

位では内側で鈎状突起、外側で橈骨輪状靭帯に付着する。後方関節包は近位では肘頭窩の辺縁に、遠位は

滑車切痕の内外側縁に付着している、後方部に斜走部分、横走部分があるのに対し、前方部分では斜走部

分、横走部分、縦走部分があり、強度に関しては、前方部分のほうが強度は高いと言える。 

肘関節後方脂肪体は、関節包の内側かつ滑膜の外側に存在する組織である。肘頭窩近位から肘頭に付着

する関節包内に間隙を埋めるように存在しており、完全伸展時の後方脂肪体は、肘頭に押し出されながら、

上腕三頭筋内側頭の深部を押し分けるように近位背側へと移動する。 

肘関節の可動域制限に関与する筋群として、円回内筋、上腕筋、上腕三頭筋、長橈側手根屈筋のお話が

ありました。上腕筋は三角筋後部線維と連続する線維、三角筋の前方の集合腱に連続する筋頭、上腕骨前

面より起始する筋頭の 3つがあり、上腕筋は三頭筋と報告されている。内側頭の走行は、肘関節の深層を

走行し、停止部付近においても幅広く厚い筋腹から成る。また、線維の一部は関節包に付着している。外

側頭は内側頭の表層に乗り上げ、外側頭と内側頭が X字状に交差するよう走行する。上腕三頭筋は、内側

頭が深部に位置し、その上を覆うように内側に長頭、外側に外側頭が位置する。加えて内側頭は、共同腱

へと付着する線維群と関節包周辺に付着する線維群が存在する。 

今回の講義より、滑走障害に対し、肘関節の運動や周囲の軟部組織に関して十分に理解することができ

た。これらの知識をもとに治療・予防を行うことで、肘関節運動時の障害改善に繋がると考えられた。 

 

 

文責：渡辺 将志 （中部学院大学 4年） 

中嶋 俊太朗（中部学院大学 3年） 


